
 

 平成 24年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

   事 業 内 容             

科学博物館、牧野記念庭園など 

                         

                         

                         

                         

                            

【平成 24年総合文化展展示】 

 

   事 業 効 果                     【目標・ねらい】 

● 後世の住民に、現在の軽井沢

町の植物データを遺す。                     

● 自然に対して謙虚に学ぶ                    

● 住民に、軽井沢の自然生態系

の素晴らしさを知ってもらう       

● 専門家や他団体との協働               

 

 

 

   今後の取り組み    

 

 

 

  ※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 軽井沢の植物標本つくりプロジェクト 其の２ 

団体名 

（連絡先） 

軽井沢サクラソウ会議 

 

総事業費 １７７，９０８円（うち補助金：８０，０００円） 

 

自己評価（目標達成率）【 Ａ 】 

平成 23年度に引き続き植物標本作成を行い、約 500

点を作製した。また、長野県環境保全研究所、群馬

県立自然史博物館で研修を受けた。科学博物館、牧

野記念庭園など見学し、植物標本作成の先人の業績

に触れた。                   

 住民に対しては、1年間で 3回の、植物標本展示会

を開催し、延べ 300名の記帳を受けることができた。                          

                           

                           

                           

                           

                           

                         

                         

                            

 植物標本作成の意義、住民が自ら行動して、地域の

自然を守りたいという活動だということが、住民に

徐々に浸透してきた。また、レッドデータブックに記

載されるような植物が身近にたくさんあることも知

ってもらえた。 

 標本作成活動をしている会員自身にも、改めて自然

環境を見直すことができる良い機会になっている。  

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                         

                                                                                        

 2年間の活動を通じて、町内外の多くの人材と知り合うことができた。さらに研鑚を積ん

で、後世の住民に対して真摯に相対し、現在の町の自然環境のデータを伝承できるような活

動に励みたい。                                           

                                              

   


